
























































































日立中研 外 村 彰
§1. はじめに
Aharonov-Bohm効果 (AB効果 )は,当初ごく限られた分野の人々にしか知られていなか
ったが,ゲージ理論にとって重要な意義をもつ様になってきたため,ごく最近になって広く知
られる様になってきた三)AB効果はく電磁気がゲージ理論に従う"ことを直接的に示しているた
めである｡古典的には,電磁気は場の強さ(EやB)だけで完全に記述できたが,量子力学で
はポテンシャルtAp)(ゲージ場 )が物理量として導入され,電磁気を必要十分に記述できる
量は位相因子 :expIiがA〟dxP)となるoAB効果は,まさに,この位相因子を干渉縞として
我々の目に見せてくれるのである(図1).2)ソレノイ ドの両側を通る電子線の間に,ソレノイ
ドの磁束に比例した位相差が生じ,ソレノイ ド電流をon,offした時の干渉縞のずれとして位
相因子が観測できる｡
ところが,この効果に疑問を投げかける人も多く,これまで論争が続いていた｡これまでの
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